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年

頭

の
あ

ヽ
」
つ

鳳 L

ヽ
L

マ

坂
町
長
吉
田
　
隆
行

■

`

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
の
緑
化
推
進
に

対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
梅
雨
期
に
は

大
雨
に
よ
り
、
日
本
各
所
で
被
害
が
発
生
し
、

７
月
後
半
か
ら
は
記
録
的
な
猛
署
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
位
置
づ
け
が
５
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
人
々
の
往
来
が
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
は
続
い
て
お

り
、
本
町
と
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
や
物
価
高
騰
へ
の
支
援
対
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
町
は
、
広
島
県
の
南
西
部
、
安
芸
郡
の

南
西
に
位
置
し
、
中
国

。
四
国
地
方
の
中
心

都
市
で
あ
る
広
島
市
ま
で
約
１０
ｋｍ
の
距
離
に

あ
り
、
広
島
呉
道
路
、
国
道
３１
号
、
Ｊ
Ｒ
呉

線
な
ど
広
島
市
や
呉
市
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ

ス
が
良
く
、
美
し
い
緑
あ
る
山
や
穏
や
か
な

瀬
戸
内
海
に
面
し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
総
面
積
は
１５

・
６９
師
で
、
そ
の

内
約
５０
％
が
山
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
地

勢
は
、
東
側
及
び
南
側
の
町
境
に
連
な
る
標

高
４
０
０

ｍ
前
後
の
山
々
と
、
市
街
地
を
形

成
す
る
坂
地
区

・
横
浜
地
区

。
小
屋
浦
地

区
の
小
さ
い
平
坦
地
で
形
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

・人
工
林
は
少
な
く
、
林
業
従
事
者
も
い
な

い
上
、
森
林
管
理
者
の
高
齢
化
む
ど
に
よ
り
、

森
林
管
理
が
年
々
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
い

る
状
況
で
す
が
、
行
政
に
は
森
林
の
持
つ
水

源
の
涵
養
や
土
砂
災
害
の
防
止
な
ど
、
適
切

な
森
林
管
理
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
１９
年
度
か

ら
導
入
さ
れ
た

「ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県

民
税
」
を
活
用
し
、
森
林
の
間
伐
や
除
伐
を

毎
年
行
い
、
里
山
林
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
本

町
を
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
遊
歩
道
の
案
内

や
注
意
喚
起
の
た
め
の
看
板
や
休
憩
施
設
な

ど
、
県
産
材
を
利
用
し
て
の
設
置
も
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
６
月
４
日
に
は
、
ひ
ろ
し

ま

「山
の
日
」
県
民
の
集
い
が
、
安
芸
郡
４

町
で
の
合
同
に
よ
り
、
坂
町
の
ベ
イ
サ
イ
ド

ビ
ー
チ
坂
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
本
町
の

自
然
を
活
か
し
た
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
や
ト
レ
ツ

キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、
本
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
な

ど
、
山
や
自
然
に
関
す
る
企
画
に
よ
り
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
で
は
、
ベ
イ
サ
イ
ド

ビ
ー
チ
坂
を
は
じ
め
、
町
内
全
域
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
か

た
ち
で
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、復
旧
。

復
興
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

そ
の
復
興
の
象
徴
と
し
て
、
昨
年
４
月
に

ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
に
物
販
飲
食
施
設
が

完
成
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
ベ
イ
サ
イ
ド

ビ
ー
チ
坂
の
年
間
を
通
じ
た
賑
わ
い
の
創
出

と
、
交
流
人
□

。
関
係
人
□
の
増
加
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「山
の
日
」
開
催
に
際
し
ま
し
て
は
、
関

係
者
の
皆
様
や
来
場
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
大
盛
況
に
終
わ

っ
た
こ
と

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
団
体
や
町
民
の

皆
様
と
連
携
し
て
、
森
林
を
守
り
育
て
る
取

り
組
み
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
汝
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
令
和
６
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
５
年
度

『緑
の
募
金
』

令
和
５
年
度
に
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み

ど
り
推
進
機
構
へ
、
高
額
の
ご
寄
付
を
し
て

い
た
だ
い
た
企
業
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『欄
ア
イ
デ
ィ
オ
ー
』

欄
ア
イ
デ
イ
オ
ー
は
、
広
島
信
用
金
庫
保

証
付
私
募
債
、
い
わ
ゆ
る

「Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
私
募

債
」
を
発
行
さ
れ
、
広
島
信
用
金
庫
が
受
託

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
私
募
債
は
、
社
債
を
受
託

す
る
広
島
信
用
金
庫
の
手
数
料
の

一
部
を
活

用
し
て
、
発
行
さ
れ
た
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に

資
す
る
団
体
等
へ
寄
付
し
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ま
れ
る
も
の
で
す
。

緑
の
募
金
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
達
成
に
貢
献

す
る
募
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
機
構
に
寄

付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『広
島
県
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
連
盟
』

平
成
元
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で

「緑
と
水

の
森
林
フ
ア
ン
ド
」
を
積
み
立
て
る
た
め
、

ゴ
ル
フ
ア
ー
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ

の
後
も

一
人

。
一
プ

レ
ー

で
ゴ

ル

フ
ア
ー
募
金
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

毎
年
継
続
し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

２０
年
目
と
な
る
今
年
も
本
機
構
に
寄
付
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『い
フ
ジ

・
リ
テ
イ
リ
ン
グ
』
松
山
市

『欄
イ
ズ
ミ
』
広
島
市

『マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
帥
』
広
島
市

欄
フ
ジ

・
リ
テ
イ
リ
ン
グ
、
例
イ
ズ
ミ
及

び
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
西
日
本
欄
は
、
広
島
県

が
平
成
２１
年
か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る

「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
中
に
販
売
し
た
有
料
レ
ジ
袋
収

益
金
の

一
部
を
、
環
境
緑
化
の
推
進
な
ど
に

役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
〈
フ
年
も
本
機
構

に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｍ
Ｈ
Ｉ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
欄

一

Ｍ
Ｈ
Ｉ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
帥

は
、社
内
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
に
よ
り
、

環
境
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
お
ら
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
か

ら
広
島

。
呉
地
区
の
活
動
と
し
て
、
今
年
も

本
機
構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『ジ

ュ
ン
セ
イ
帥
』

ジ

ュ
ン
セ
イ
欄
は
、
呉
市
郷
原
町
で
印
刷

業
を
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
柄
多
量
の
紙

を
消
費
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
で
、
〈
フ
年
も
、

紙
の
材
料
で
あ
る
樹
木
と
森
林
を
育
成
す
る

た
め
の
事
業
を
実
施

・
支
援
し
て
い
る
本
機

構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『ア
シ
ー
ド
榊
』

ア
シ
ー
ド
い
は
、
緑
の
募
金
付
き
の
自
販

機
を
設
置
し
、
「
緑
の
募
金
」
へ
寄
付
す
る

環
境
保
全
活
動
を
進
め
て
お
ら
れ
、今
年
も
、

本
機
構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
〈
フ
年
も

『ロ
ー
タ
ス
広
島
仰
』

『Ｎ
丁
丁
西
日
本
広
島
支
店
グ
ル
ー
プ
』

か
ら
、
本
機
構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
に
続
き
、
〈
フ
年
も

『欄
広
島
東
洋
カ
ー
プ
』

『榊
サ
ン
フ
レ
ツ
チ
エ
広
島
』

か
ら
、
ロ
ゴ
や
ベ
ッ
ト
マ
ー
ク
の
無
償
使
用

に
つ
い
て
協
力
し
て
頂
き
、
コ
ラ
ボ
し
た
募

金
資
材
を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(右)アイディオー 井戸道彦社長

(左)機構 大濱 清副理事長

公
益
社
団
法
人

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

(右 )マックスバリュ西日本
柳川勝律執行役員

(左)機構 大濱 清副理事長

11)市
ま

Ob

¬噂
ヽニ

d■い``▼/db

「サンフレッチェ」・「カープ」

コラボピンバッジ

3

J′

高

額

寄

付

者

等

の
皆

様

昨
年
は
多
＜
の
皆
様
方
に

「緑
の
募
金
」
に
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、
昨
年
と
同
様
に

「緑
の
募
金
」
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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みどりづくり活動支援事業 ■■

とき 2023年 10月 1日0午 前10時より午後3時まで

ところ 広島県立もみのき森林公園 (廿日市市吉和)

総参加者 約700人 (公園入込客)

主催 森のフェスティバル実行委員会

`、

c=ら 中国山地の優れた自然環境や文化に触れることを通じて、特に子どもたちに、森林に親しみ、自然との調和の大切さに
こ

=う
EJ ついての認識を深めてもらうとともに企業関係の社会貢献活動のフィールドとして森のフェスティバルを開催した。

１０
月
１
日

（日
）

午
前
１０
時
　
当
日
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と

な
っ
た
。
も
み
の
き
荘
前
の
テ
ラ
ス
下
に
特

設
さ
れ
た
舞
台
で
開
会
式
を
開
催
し
た
。

森
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長

田
端
秀
秋
が
、
過
去
の
植
樹
団
体
及
び
森
林

整
備
団
体
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
公
園
を
管
理
す
る

（
一
財
）
も
み
の

き
森
林
公
園
協
会
が
令
和
５
年
度
を
も

っ

て
解
散
す
る
旨
の
挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
森

の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
に
毎
年
ご
協
力
頂
い

て
い
る
広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
及
び
広

島
太
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
各
会
長

か
ら
寄
贈
樹
木
の
目
録
の
受
領
を
行

っ
た
。

森
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る

「森
の
保
全
活
動
体
験
」
の
参

加
者
た
ち
が
居
並
ぶ
前
で
、
阿
品
の
森
サ

ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
武
田
さ
ん
に
よ
る

「楽

し
く
安
全
に

森
の
手
入
れ

を
し
ま
し
よ

う
」
の
挨
拶

と
安
全
祈
願

の
掛

け
声
、

恒
例
の

「ど

ん
で
リ
コ
ロ

コ
ロ
」
が
唱

和
さ
れ
た
。

「森
の
保
全
活
動
体
験
」
で
は
、
参
加
者

総
勢
９１
名
を
見
通
し
の
良
い
森
作
り
整
備

（枝
打
や
本
の
伐
採
作
業
）
を
行
う
グ
ル
ー

プ
３１
名
、
植
樹
グ
ル
ー
プ
６０
名
に
分
け
て
活

動
を
実
施
し
た
。

今
回
の
森
林
整
備
で
は
、
も
み
の
き
荘
前

の
護
岸
に
あ
る
ナ
ラ
枯
れ
病
の
大
径
本
は
、

ひ
ろ
し
ま
人
と
樹
の
会
を
中
心
に
、
伐
倒
集

積
し
た
。

企
業
か
ら
の
参
加
者
は
、
環
境
貢
献
活
動

で
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
る
方
が
多
く
、
音

を
思
い
出
し
な
が
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
、
ノ
コ
も
腰
に
ぶ
ら
下
げ
て
格
好
良
く
森

林
整
備
に
出
か
け
た
。
班
分
け
し
て
あ
る
作

業
場
所
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な
指
導
の
も
と
に
問
伐
や
枝

を
払
い
、
伐
採
し
た
本
を
集
積
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
太
い
本
の
伐
倒
に

挑
戦
さ
れ
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

枯
損
木
等
に
気
を
付
け
な
が
ら
森
林
整

備
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、
ノ
コ
だ
け
を
使

っ
た
手
作
業
で

も
大
勢
の
力
は
た
い
し
た
も
の
だ
。
時
間
か

経
過
す
る
ご
と
に
見
通
し
の
よ
い
森
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

参
加
者
は

一
様
に
森
林
整
備
の
大
変
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
森
づ
く
り
本
来
の
意
義
を

体
験
し
た
よ
う
だ

っ
た
。

作
業
は
２
時
間
程
で
終
了
し
た
が
、
皆
充

実
し
た
時
間
と
気
持
ち
い
い
汗
を
流
し
た
。

●
植
樹
活
動
の
部

も
み
の
き
荘
周
辺
の
緑
化
事
業
と
し
て
、

広
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
２８
名
は
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ

５

本

（
２

・
５

ｍ
）
、

広

島

太

田
川

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

の
３３

名

は
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
５
本

（
２

・

５

ｍ
）

を

そ

れ
ぞ
れ
植
樹
じ

た
。

◆
開
会
式

◆
や
っ
て
み
よ
う
森
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参

加

人

数

指
導
団
体
名

除
伐

・
下
枝
刈
り
等

植
樹
活
動

３１
人

６０
人

阿
品
の
森
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

ひ
ろ
し
ま
人
と
樹
の
会

１１
人

８
人

4
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●
森
林
の
多
様
性
を
味
わ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

次
の
と
お
り
実
施
し
た
。

▼
丸
太
切
り
体
験
、
薪
割
り
体
験
、
羽
釜
体

験
、
本
工
体
験
は
、
家
族
で
募
集
し
自
分
で

丸
太
切
り
、
薪
割
り
を
し
、
本
の
葉
で
央
付

け
割
っ
た
本
で
ご
飯
を
炊
く
体
験
を
し
た
。

工
作
は
や
は
り
楽
し
い
の
だ
。
参
加
者
２８
名
。

▼
「ポ
ニ
ー
と
遊
ぼ
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

普
段
間
近
に
み
る
こ
と
の
な
い
ポ

ニ
ー
に

触

っ
た
り

一
緒
に
記
念
写
真
を
し
た
り
し
て

い
た
。
小
学
生
を
中
心
に
３５
名
の
方
が
、
ポ

ニ
ー
に
乗
っ
て
楽
し
ん
だ
。

各
団
体
と
も
こ
の
行
事
が
来
年
度
も
あ
る

と
い
い
で
す
ね
と
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。

▼
最
後
に
、
森
の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
の
事
務

局
の
一般
財
団
も
み
の
き
森
林
公
園
協
会
が
、

１
９
８
４
年
か
ら
２
０
２
３
年
度
の
４０
年

間
、
県
立
も
み

の
き

森

林

公

園

の
管

理

運

営

に
従

事

し

た

記
念

と

し

て
、
も
み
の
き

荘

前

に
植

樹

し
、
森
の
フ
ェ

ス
テ
イ
バ
ル
を

終
了
し
た
。

▲ 初めての丸大切り

▲ 羽釜でご飯炊き

木の葉から割りばし

薪割りした杉の木を

利用してご飯炊き

羽釜のご飯はおいしいね。

参加者皆完食です。 ▲ 薪割り体験

J lJ t Jt J t Jt I t lt J t Jt I t Jt J r Jt J r Jr J I Jr J r Jt J r Jr J r Jt J I Jt' r rl' I

▲ 木工体験

各家族は、ミニチュアの

椅子と貯金箱をつくった。

イベント掲示板 (1月～3月 )

戸房丁夢
~¬

可
~~~覇

容

広島県緑化センター

なめこ植菌教室

ジヤンボ椎茸植菌教室
～家庭栽培に挑戦しよう～

早春のバー ドウォッチング

針葉樹の見分け方

コケの観察会～コケはすでに春支度～

3月 の自然探勝

早春の自然探勝

裸子植物と被子植物、どこがどう違うの?

モーモーアー トクレイ作品展
会場 :レ スト八ウス

第 7回ひろしま遊学の森
「四季の移ろい」写真コンテスト展
会場 :レス ト八ウス

令和 5年度緑化ポスター
原画コンクール入賞作品展

広島県立中央森林公園

初日の出参拝

里山探検スタンプラリー

季節のリース作り講座

季節の寄せ植え教室

TEL 082‐ 899‐2811

1月 27日 (土 )

2月 21日 (水 )、 24日 (土 )

3月 2日 (土 )

3月 3日 (日 )

3月 6日 (水 )

3月 14日 (木 )

3月 25日 (月 )

3月 25日 (月 )

12/6(水 )～2 5(日 )

1/4(木 )～1/25(木 )

2/1(木 )～2/29(木 )

丁EL 0848‐86‐ 9101

1月 1日 (月 )

1～ 2月の土日・祝日

3月 17日 (日 )

3月 23日 (土 )

広島市東区福田町

材料費 700円

材料費 800円

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

三原市本郷町

無 料

330円

3,000円

3,000円

要予約先着20名

要予約先着20名

自由参加

自由参加

自由参力0

自由参加

自由参カロ

自由参力]

自由参力0

自由参加

自由参力0

料

料

料

　

料

無

無

無

　

無

https://ryokka-c.jp/
家庭栽培の講義の後、植菌の実習

家庭栽培の請義後、植菌の実習

散策路を歩きながら、野鳥を観察
※双眼鏡持参

室内で実物の枝葉を用いて、特徴や見分
け方を学習 ※ルーペ持参

室内で基本を学び、屋外でコケ植物を観察
※ルーペ持参

散策路を歩きながら、植物を観察 (荒天中止)

散策路を歩きながら、植物を観察 (荒天中止)

裸子植物と被子植物の違いについて学習

デコクレイ作品の展示会、今回はゼラニ
ウム・八イビスカス・プルメリア・ガーデ
ニア・来年の干支 。お正月飾り等を予定

第 7回 ひろしま遊学の森「四季の移ろい」
写真コンテスト応募作品の展示会

令和 5年度の緑化ポスターの入賞作品の
展示会

http://VVヽ VW.ChuO‐ Shinrin‐ kOen.Or.ip/

自由参力D 園内の絶景ポイントから、初日の出を参拝

冬山を探検してミッションを達成できた
ら焼き芋プレゼント

ミモザのリース作り

多肉植物の寄せ植え

自由参加

要予約先着20名

要予約先着30名

5

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。
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令
和
５
年

１１
月
　
東
広
島
市
の
３
保
育
所

口
森
】需
】
教
口
‐室
聖
目
資
開
【雁

緑
豊
か
な
森
林
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持

保
全
す
る
こ
と
は
、
世
代
や
地
域
を
超
え
て

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。
『森
の

教
室

〈ど
ん
ぐ
り
く
ん
と
森
の
仲
間
た
ち
〉』

は
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
森
林
が

持
つ
様
々
な
役
割
や
大
切
さ
を
伝
え

・
教
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
を
巡
回
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
１１
月
に
、
広
島
県
で
は
３
回
目
と
な

る

「森
の
教
室
」
が
、
国
土
緑
化
推
進
機
構

と
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
の
主
催
に
よ

り
、
株
式
会
社
フ
ア
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の

「夢

の
懸
け
橋
募
金
」
に
よ
る
特
別
協
力
、
東
広

島
市
の
協
力
を
得
て
、
東
広
島
市
の
３
箇
所

の
保
育
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
１１
月
２７
日
～
２９
日

東
広
島
市

〔西
条
東
保
育
所

。
高
屋
中
央

保
育
所

。
暁
保
育
所
〕
約
２
１
０
名
の
園
児

が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
森
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
学
ぶ

「森
づ
く
り

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
」

②

「ど
ん
で
り
ぐ
ん
」
と

「
ふ
ぁ
み
た
ん
」

と
踊
る

「森
の
ダ
ン
ス
」

③
園
児
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
行
う

「ど
ん
ぐ

り
蒔
き
」

「森
の
教
室
」
は
、
保
育
所

。
幼
稚
園
等

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
は
広
島
県
内

（日
本
国

中
）
ど
こ
で
も
参
り
ま
す
。

開

催

要

望

は
、

最
寄
り
の
市
役
所

。

町
役
場
ま
た
は
広

島
県
み
ど
り
推
進

機
構
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

森のお姉さんとの楽 しいおしゃべり

どんぐりくん、ふぁみたんと学ぶ

森の役割
皆で踊る森のダンス

どんぐりのお勉強

′

●   o

どんぐり蒔き森の宣言
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吉
和
緑
の
少
年
団
は
、
平
成
２
年
度
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
吉
和
小
学
校
と
吉
和
中
学

校
の

一
体
型
の
小
中

一
貫
校
の
た
め
、
全
校

児
童
生
徒
４４
名
が
団
員
と
な
り
活
動
し
て
い

ま
す
。
十
方
山
や
吉
和
冠
山
に
囲
ま
れ
、
太

田
川
の
源
流
を
も
つ
自
然
豊
か
な
こ
の
吉
和

盆
地
を
次
世
代
に
引
き
継
て
た
め
に
、
地
域

と
連
携
し
て
地
元
の
自
然
や
産
業
を
知
る
学

習
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
講
師
を

招
聘
し
た
り
、
他
地
域
と
交
流
し
た
り
す
る

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

【鮎
の
放
流
活
動
】

５
月
、
古
和
漁
業
組
合
の
協
力
で
、
全
校

児
童
生
徒
が
鮎
の
放
流
体
験
を
し
ま
し
た
。

鮎
を
放
流
す
る
こ
と
で
釣
り
な
ど
川
で
の
遊

び
を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
川
に
親

し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
思

い
を
漁
業
組
合

か
ら
聞
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で

吉
和
の
川
に
鮎

を
放
流
し
て
も

生

存

で
き
ず
、

川
を
改
善
す
る
方
法
を
１０
年
も
研
究
を
重
ね

て
き
た
苦
労
話
は
子
供
達
の
心
に
残
っ
た
よ

う
で
す
。

９

月

に

は
、

地
元
の
水
産
物

の
消
費
を
推
進

す
る
漁
業
推
進

事
業
の
支
援
を

受
け
て
、
鮎
の

塩
焼
き
を
給
食

で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

子
供
達
の
中
に

は
、
初
め
て
鮎

を
食
べ
る
子
も

い
ま
し
た
。

【林
業
体
験
】

１１
月
、
７
年
生
が
地
元
の
安
田
林
業
へ
職

場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
職
員
の
方

赫
　
が
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
作
業
場
に
訪
問
し

鰤
　
て
、斧
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
本
を
切
っ
た
り
、

山
道
を
歩
い
て
本
の
種
類
や
本
の
成
長
の
違

い
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
り
し
て
林
業
の

学
習
を
し
ま
し
た
。
特
に
子
供
達
に
は
、
重

機
で
木
材
を
つ
ま
ん
で
移
動
さ
せ
る
作
業
が

楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

【少
年
団
交
流
会
】

８
月
、緑
の
少
年
団
の
活
動
発
表
会
（交
流

会
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
団
を
含
め
て
４
つ

の
団

の
活

動

を
発

表

し

て
交

流

し
ま
し
た
。

参

加

し
た団 し に た 生

体
が
あ
る
こ
と
や
、
他
の
団
の
活
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、午
後
か
ら
の
農
業
体
験
や

ク
ラ
フ
ト
教
室
で
の
活
動
も
大
変
お
も
し
ろ

か
っ
た
よ
う
で
、
交
流
会
を
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。

【野
菜
植
え
】

５
月
、
低
学
年
は
、
地
域
で
農
園
を
経
営

さ
れ
て
い
る
方
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
学

校
農
園
に
野
菜
を
植
え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
野
菜
に
は
く
せ
が
あ
り
、
そ
れ
を
知

っ
て

植
え
た
り
、
世
話
を
し
た
り
す
る
と
、
野
菜

も
元
気
に
育
つ
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
子
供
達
は
、
野
菜
の
＜
せ
を
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鮎塩焼き給食 鮎の話

てもちは 5
い活以 ご 6
る動外分年

′

林業体験活動発表会

野菜植え
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吉
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令
和
５
年
度
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

郷
満
ｕ回
目
臼
日
個

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

は
、
令
和
５
年
１１
月
に
理
事
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

【議
案
】

○
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

決
定
に
つ
い
て

【報
告
事
項
】

代
表
理
事
等
の
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

提
出
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

E轟目緑
の
募
金
を
原
資
と
し
た
公
募
事
業
を
、

今
年
も
、
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

森
林
整
備

・環
境
緑
化

・木
材
利
用
拡
大

・

普
及
啓
発
に
関
す
る
事
業
の
実
施
を
希
望
さ

れ
る
地
域
の
団
体

・
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー

プ
の
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
、
申
請
様
式
は
、
広
島
県
み
ど
り
推
進

機
構
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

口

募
集
対
象
事
業

①
森
林
整
備
事
業

②
環
境
緑
化
事
業

③
本
材
利
用
拡
大
事
業

④
普
及
啓
発
事
業

２

募
集
期
間

令
和
６
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
２９
日
志
で

口

助
成
金
の
限
度
額

１
事
業
に
つ
き
最
大
２０
万
円

む
お
植
樹
活
動
が
主
体
の
事
業
は
、
苗
木

等
の
材
料
費
を
最
大
１０
万
円
ま
で
増
額

口

事
業
採
択

令
和
６
年
５
月
下
旬
の
予
定

口

問
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

（ｈ
０
８
２
・５
１
３
・４
８
４
０
）半

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
で
は
、
賛
助
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

る
皆
様
は
、
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■

賛
助
会
員
の
要
件

機
構
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
個
人
、
団
体
、

企
業

２

年
会
費

個
　
人
　
１
□
　
２
、
０
０
０
円

団
体
等
　
１
□
　
１
０
、
０
０
０
円

何
□
で
も
可

日

特
典

●
年
４
回
の
会
報

「ひ
ろ
し
ま
の
緑
」
に

よ
る
み
ど
り
づ
く
り
の
情
報
提
供

●
み
ど
り
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内

会
費
は
、
募
金
と
同
様
に
所
得
税
の
寄

付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■

振
込
先

●
広
島
銀
行
　
県
庁
支
店

普
通
　
１
０
０
２
２
０
１

●
郵
便
振
替
□
座

０

１

３

４

∩

Ｙ

１

２

‐
１

２

８

８

１

７

※
□
座
名
義
は
い
ず
れ
も

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

日

入
会
、
間
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

（ｈ
０
８
２
・５
１
３
・４
８
４
０
）

〒730‐8511広島市中区基町 10-52県庁森林保全課内 丁巨L082-513-4840
E― mall info@green_hiroshima.or.lp

ホームページ https://www.green_hiroshima.or.ip

支 部 事 務 局

市 広島市役所農林整備課

市 呉市役所農林水産課

市 竹 原 市 役 所 建 設 課

市 三原市役所震林水産課

市 尾道市役所農林水産課

市 福山市役所農林水産課

市 府 中 市 役 所 農 林 課

市 三 次 市役 所 農 政 課

市 庄原市役所林業振興課

市 大竹市役所産業振興課

市 東広島市役所農林水産課

市 廿日市市役所農林水産課

安芸高田市役所晨林水産課

江田島市役所農林水産課

府 中 町 役 場 環 境 課

海田町役場都市整備課

熊野町役場農林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業観光課

北広島町役場農林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

市

市
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町

町

町

町
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世
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呉

竹

三

尾
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三

庄

大

東
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島

　

原

原

道

山

中

次

原

竹

鴎

師

神石高原町

応
募
期
間

¨
２
月
１
日
～
３
月
２９
日
ま
で

劃
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